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北大水産葉報
40(1)， 22-29. 1989. 

ヨシキリザメ (Prionaceglauca L.)に対する

流し網の網目選択性*

中野秀樹木九島崎健二村*

Gill Net Mesh Selectivity for the Blue Shark 

(Prionαce glαuca L.)* 

Hideki NAKANO材 andKenji SHIMAZAKI件

Abstract 

A geometric series research gill net was used to collect blue shark (Prumace gl側 caL.) 
in the North Pacific Oc柚 nbetween 1982 and 1987， from three research vessels. The net was 
adap七edfrom a nonselec七ivegill net using mesh siz曲 of19， 22， 29， 33， 42， 48， 55， 63， 72， 82， 
93， 106， 121， 138， 157， 179， 204 and 233 mm， resp田tively
The length frequency data collected formed a bi-modal distribution， requiring the use of 
Ishida's me七hodfor genera七ingselectivity curves. The slops of both curves increased sharply 
above 50% relative e伍ciencyand the right arm of七helarger group descended slowly due to 
a wide range in七hebody size氾 ofもhesharks cap七uredby en七anglementin larger mesh sizes. 

The K-values ofも.hesmall and large body groups were 5.85 and 5.62， respectively. These 
value洛 aresimilar toもhoseof the sardine andもhep田 ificsaury. Because ofもhisdifference in 
K-values， the compound relative e節目encyof七hesmall group indic叫esa varlaもionof 
within士15%between minimum and maximum values in the range from 30もo100 cm size 
cJasses. Whereas the compound relative efficiency curves for the large group increases七othe 

40 cm size cJass and thereafωr decreases slowly. AIso，七hegathered compound relative 
e伍ciencyfor both groups were estimaωd by applying the curve for the small group to the 

mesh sizes smaller七han106 mm， and the curve for the larger group七omesh sizes larger七han
121 mm. It is suggesぬdthatも，heresearch gill net used in this work is non-selective for blue 

sharks within 30 to 130 cm in body length. 

緒言

ヨシキリザメは熱帯域から温帯域にかけて広く分布する。北太平洋においても，分布北限に近

い亜寒帯海洋前線付近で，表層流し網により多数漁獲され，本種の資源、量は多いとみなされてい

る(三島ら 1981，中野ら 1985)。

近年，著者らはヨシキリザメの生態調査を行なっているが，標本の多くは調査用表層流し網で

採集されている。本種の分布特性や相対豊度を明らかにするためには，得られる体長などの組成
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ヨシキリザメに対する流し網の網目選択性

が現場を正しく反映し，偏りのない推定値として使用し得るものでなければいけない。表層性魚

類の採集に用いられている調査用流し網は，公比1.14の幾何級数をなすサヶ・ 7 ス調査用流し網

(Takagi 1975)を基準として，この前後に数種の目合を加えた一連の流し網で構成されている。サ

メ類に対する網目選択性曲線の検討は，オーストラリアにおいて漁獲体長を規定するために試み

られているのみで (Kirkwoodand Walker 1986)，羅網特性については明らかにされていなし、。

本報告では，調査用流し網によって採集された試資料を基に，本種に対する網目選択性曲線を

求め，使用目合による合成選択性曲線から，合成相対効率や使用し得る体長範囲，および，羅網

特性について検討した結果を述べる。

本文に入るに先だち，資料の収集に御協力いただいた北海道大学水産学部北洋水産研究施設小

城春雄助教授，同大学院生古橋正祐氏に深く感謝申し上げる。また，同大学練習船おしょろ丸増

田紀義船長，北星丸小林源司船長，北星丸元船長山本昭一氏および両船の土官ならびに乗組員，第

58歓喜丸船長以下乗組員の各位には調査に御協力いただいた。あわせて厚く御礼申し上げる。

中野・島崎:

材料と方法

1982-1987年 6-10月の期間，北太平洋北西海域を中心に，練習船おしょろ丸，同北星丸およ

び調査船第58歓喜丸によって実施された表層流し網による魚類採集記録から，表 1に示す航海時

の資料を用いた。また，これらの調査地点を図 1に示した。

使用した漁具は網目の選択性を除去するように構成されたサケ・マス調査用流し網(目合 48

-157mm， 10種目合)と，この前後に同じく公比1.14で設計された数種の目合を加えた 17-20

種の網目からなる調査用表層流し網である。採集されたヨシキリザメは船上で網目別に個体数が

数えられ，魚体測定が行なわれた。

Research gill net cruises for pelagic fishes duringぬeperiod 1982-1987. Table 1. 
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船により使用反数が異なる。また，測定個体数は採集個体全数ではない。このため，各目合を

同数ずつ使用したものとするために，下記の方法により目合別に補正値を求め，この値から修正

した個体数を採集個体数として取扱った。

採集個体数 基準反数
補正値 一一一一一一×一一一一一

測定個体数 使用反数

この試料を基にして石田 (1962)の方法により網目選択性曲線を推定し，使用目合の合成選択

性曲線を求めた。なお，本報告では基準反数を 1，000反とした。

結果と考察

各船が共通して使用した 10種類の網目 (48-157mm)により採集された標本について， 目合

別に同一反数使用したとする補正を行なった結果，補正後の体長組成は双峰型を示した(図2，表

2)。体長階級 40-79cmの範囲において，最も多く採集された 82mm目合に対する網目選択性曲

線を求めたところ，図3のように推定された。各標本値の点は，ばらつきが多く精度が高くない

とみなされるが，この理由として，採集個体数が少ないこと，このため体長階級をlOcm幅とし

たことなどが考えられる。同図から 82mm目合の最適体長は 48cm付近にあり，両裾の傾斜は急

であるが，効率が低くなるとゆるやかになる。なお，最適体長と網目の大きさの比“K値"(石田

1964a)は5.85となる。

また，体長階級 50-99cmの範囲において，最も多く採集された 121mm目合に対する網目選択

性曲線を求めたところ，図4のように推定された。この曲線は図3の小型魚に対する曲線と同様

に両裾の傾斜が急であるが，効率が低くなると右裾がゆるやかになり，上限は 140cm付近まで達

する。なお，この体長群の K値は 5.62となる。

表 2から， 目合が大きいほど獲られるヨシキリザメの体長も大きくなる傾向にあるが，同一体

長群でも羅網する目合が多種にわたり， 目合が小さくても大型魚が羅網している。ヨシキリザメ

の体は柔軟で，生きて船上に揚げられた個体では体を弧状に屈曲させ，あるいは屈曲しながら体

軸を中心に体を回転する行動がよく観察される。羅網状態でも，網が体軸方行に棒状に巻きつい

ている例が多い。これらの状態から，本種の羅網は目合の大きさと胴周の関係による適正な“刺

し"によるのみでなく，“からみ"による羅網も多いと判断される。これが本種に対する選択性曲

線を不明瞭にしている一因とみなされる。
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Fig. 2. Body length frequency distribution of blue shark collected by research gill net from 
three vessels in 1982-1987. The left frequency distribution are from the raw data and the 
right are from the s七割ldardizedvalues per 1000 tan gill net with each mesh size. 
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Table 2. Body length distribution of blue shark collected with 17 geometric series gill nets 
by three research ve田els

BL Mesh size (mm) 

(cm) 
48 55 63 72 82 93 106 121 138 157 もotal

30-39 6 17 6 6 6 2 6 49 

40 6 72 100 33 11 23 11 17 273 

50 11 28 17 5 11 72 

60 22 11 52 17 6 108 

70 6 6 22 69 46 28 177 

80 22 6 14 29 39 110 

90 9 11 28 48 

100 6 17 7 11 41 

110 6 2 6 6 20 

120 6 4 6 16 

130 2 17 6 25 

140 6 6 

150 6 6 
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170 6 6 
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Fig. 3. Mesh selectiviも.y curve of 82 mm 

mesh size for small size class of blue 

shark. 

Fig.4. Mesh selectivity curve of 121 mm 

mesh size for large si配 classof blue 

shark. 

次に目合の大きさとヨシキリザメの胴周との関係を検討した。羅網部位としての最大胴周を胸

鰭前基として(図 5)，体長と最大胴周の関係を性別に調べた。雌雄による両者の関係式の傾きに

は有意な差があり (p<O.Ol)，雌の最大胴周は大型個体ほど雄より大きくなる傾向がある(図的。

したがって，雌雄によって大型魚に対する網目選択性が異なる可能性もある。網目選択性曲線か

ら得られた最適体長の最大胴周は，網目の大きさよりやや大きい。これはニシンやカラフトマス

で報告されている網糸の伸縮に加えて (Farran1936，石田 1967)，魚体のくびれが作用したためと

みなされる。
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同町伽gth

Fig. 5. Body length and position of the 
maximum girぬ ofblue shark 
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Fig. 6. Relationship be七weenbody length and maximum girもhof blue shark. Open and solid 
circles indicate female and male， r田pectively.

体長階級40cmと70cmに対して得られた網目選択性曲線を用いて，各々について使用目合の

合成選択性曲線を求めた(図 7，8)。体長階級40cmに対して， 29-233mmの 17種で構成された

流し網を用いた場合，体長範囲 30-100cmで，合成相対効率の最高と最低が士15%以内にあり，

上記の体長群に対する漁獲効率はほぼ一定であるとみなされる。体長階級 70cmでは，漁獲効率

は体長40cm付近から大型ほどゆるやかに減少してL、く。小型魚と大型魚に対する選択性曲線が

異なっていた。そこで，体長40cm級群が多く採集された 29-106mmの 11日合，同じく， 70cm

級群を 121-233mmの6日合にあてはめ，合成選択性曲線を求めた(図的。合成曲線は体長 15

cm以下で、急激に減少するが， 30-130cmの範囲では，相対効率の最低と最高は:t15%の範囲に

あって，ほぼ一定である。

ヨシキリザメは胎生種であり，体長約30cm以上で出産されると考えられるので(須田 1953，

中野ら 1985)，海洋には30cm以下の体長群は分布していないとみなしてよい。したがって，体長

30cm以下に作用する高い合成相対効率は無視されるので， 30-130cmの体長範囲において，調

査用流し網で採集された標本は，その海域の個体群をほぼ代表していると考えられる。しかし，こ

れ以上の体長では漁獲効率が低くなることから，大型魚ほど分布量が過小に評価される可能性が

ある。

島崎ら (1984)は，調査用流し網で採集された多獲性魚類数種の K値を求めているが，本調査
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ヨシキリザメに対する流し網の網目選択性中野・島崎:
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によって得られたヨシキリザメの K値は，マサパやマイワシより大きく，サンマよりは小さい。ま

た，石田 (1964b)は普通の紡錘型をもっサケ・マスやニシンの K値が4.5-5.0の範囲にあること

を示している。本種の K値が大きいことは，羅網部位が胸鰭によって前方に限定されるが，その

後の逃避行動による“からみ"が作用して，最適羅網部位より前方に羅網しても漁獲されるため

とみなされる。

調査する母集団の体長組成があらかじめわかっていて，直接法により網目選択性を求めた場合，

魚体が大きくなると漁獲効率も高くなることが実験的に確かめられており (H品mleyand Regier 

1973)，個体の大きさによる遊泳能力の差異がその原因であると示唆されている。故に選択性曲線

の左側で過大に，右側で過小に評価されている可能性もある (Hamley1975)。しかし，海洋の表

層性魚類に対して，その群集を非選択的に採集する漁具が開発されていない今日，石田 (1962)の

方法は，網目の大きさと漁獲体長や魚類の羅網状態を知るうえで，簡便な手段であると考えられ

る。

要 約

1982-1984年と 1987年の夏季，北太平洋で行なわれた流し網による表層性魚類群集の調査に

おいて，得られたヨシキリザメに対する網目選択性曲線を石田の方法により求めた。

流し網はサケ・マス調査用流し網として使用されている公比1.14の幾何級数をなす目合 48

-157mmの 10種類と，これに 7-10種類を加えた 17-20種目合で構成されている。調査船によ

り，使用目合と使用反数が若干異なるため，共通して使用された目合につき，同反数使用したも

のと換算した。

体長組成には， 40cmおよび 70cmの体長階級にモードがみられたので， 40cm群(小型魚)に

対して目合 82mm， 70cm群(大型魚)に対しては目合 121mmで選択性曲線を求めた。
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中野・島崎: ヨシキリザメに対する流し網の網目選択性

小型魚は最適体長 48cm (K=5.85)で，選択性曲線はほぼ左右対称であったが，大型魚では最

適体長 68cm (K=5.62)で，選択性曲線の右裾が伸び，小型魚と中型魚に対する曲線が異なって

得られた。

日合 29-233mmの 17種の網目の大きさについて，合成選択性曲線を求めたところ，小型魚で

は体長約 30cmから 120cmの範囲で，合成効率の幅が:t15%以内でほぼ一定であった。大型魚で

は体長 40cm付近で高く，大型になるほど斬減した。

小型魚と大型魚に対する選択性曲線が異なって示されたので，それぞれの体長群が主に漁獲さ

れる網目の範囲，すなわち， 106mm目合以下で小型魚， 121 mm以上の目合には大型魚の選択性

曲線を用いて，合成選択性曲線を求めた。得られた合成効率は，体長 30-130cmの範囲において

変動の幅が:t15%の範囲におさまり，相対漁獲効率はほぼ一定とみなされた。

以上の結果，体長 30-130cmの範囲におけるヨシキリザメは，調査海域の組成を偏りなく反映

していると考えてよいが，それ以上の体長に対する漁獲効率が減少するので，過小に評価される

可能性があるとみなされた。
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